
（別紙４）

～ 2026年　3月　31日

（対象者数） 10名 （回答者数）

～ 2026年　3月　31日

（対象者数） 2名 （回答者数） 　　2名

～ 2026年　3月　31日

（対象数） 9施設 （回答数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後スタッフが増えた際に、現在と同様にスタッフ間のコ

ミュニケーションを大切にして、お子様の成長がサポートで

きるようにより配慮していく。

2

引き続き他者の視点に立ったサポートができるように配慮し

ていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2026年度放課後等デイサービスをスタートさせる予定のた

め、今後は療育の様子といった日常の様子がわかりやすく、

より集団生活のサポート方法が検討しやすいお子様を中心に

新規での利用を承っていく予定である

2

3

○事業所名 保育所等訪問支援　ANIMADO LAND

○保護者評価実施期間 2025年　6月　1日

○保護者評価有効回答数

2025年　6月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　4月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2025年　6月　1日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

法人で初年度保育所等訪問支援事業のみの実施であったため、

療育の事業所での様子といったお子様の日常の様子がわかりに

くいまま、訪問先の集団生活でのサポート方法を考えなければ

いけない環境である

保育所等訪問支援事業のみを単独でスタートさせたため、契約

時の面談の際や、訪問先でお子様のアセスメントが瞬時にとれ

る力があるスタッフが必要になってしまう

専門的な視点（言語聴覚士（ST）在籍）で支援ができたり、

経験豊富なスタッフが在籍している

スタッフ間の情報共有や、課題に対する支援方法を、スタッフ

が一緒に考えてお子様の支援に繋がるように意識している。

保護者様、訪問先、療育の事業所等たくさんの方でお子様がサ

ポートできる体制作りの実施

保護者様、訪問先等まずは相手に話を傾聴する姿勢を大切に

し、関係性を作る中で、一方的に支援方法等を提案するのでは

なく、一緒に考えていけるような環境作りを意識している。

保育所等訪問支援事業所における自己評価総括表公表


